



























































































1698 年の大火で、中国船 20 隻分の貨物が収められていた土蔵 33 棟がすべて焼失してしまい、その
損害は大きかった。このような火事が二度と起こらないように、また、地つづきによる延焼被害を
















































































































の目玉として逐次規模が拡大され、2014 年までに計 21 回開催された。
ランタンフェスティバルの初日には、「春節礼祭」と「点灯式」が行われる。実行委員長による開
会挨拶の後に、カウントダウンによってランタンが点灯されると、花火や爆竹が一斉に鳴らされ、
獅子舞なども披露される。初年度からしばらくは 10 ～ 15 日間であったランタンの装飾期間は年ご
とに増やされ、同時に装飾範囲も広げられてきた。規模の拡大により、会場の増設が必要となり、
唐人屋敷跡（2000 年）、中央公園（2003 年）、中島川公園（2007 年）が加えられ、2001 年から土日
の交通規制も実施され始めたのである。そして、初めの頃の「春節礼祭」、「点灯式」及びパレード
などのイベントの日程が主に春節前後の金、土、日と決められたが、1998 年からは春節（旧正月の


















子廟、長崎ロープウェイなどの入場者 ･ 利用者数も大幅に増えた。2014 年のランタンフェスティバ
ルについて、長崎市は 15 日間の期間中、人出が約 87 万人（過去５番目）だったと発表した。前年
































































































５　「春節祭」は 1987 年から 1993 年まで計６回行われた。その中、1989 年の「春節祭」は昭和天皇崩御のため、開催が中止された。
